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天晴れ介護サービス 勉強会
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介護と介護事業を守り､よくする！

経営者･管理者向け勉強会
■2025年4月23日開催
「松下幸之助先生から学ぶ」

天晴れ介護サービス総合教育研究所 株式会社
代表取締役 榊原 宏昌
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内容経営者・管理者向け勉強会

■一倉定 (いちくらさだむ 1918‐1999）

社長専門コンサルタント。

「事業経営の成否は、99％社長次第で決まる」という
信念から社長だけを対象に情熱的に指導する異色の
コンサルタント。

空理空論を嫌い、徹底して「お客様第一主義と経営現
場主義」を標榜する｡社長を小学生のように叱りつけ
る反面、社長の悩みを共にし、親身になって業績向
上策を練り、幾多の高収益会社を育てる。その厳し
く情熱溢れる指導に多くの社長が師と仰ぎ「社長の
教祖」と呼ぶ。

これまで指導してきた会社は、大中小5,000余社を超え、
あらゆる業種･業態に精通。文字通り、我が国に於け
る「社長専門の経営コンサルタント」の第一人者で
ある。日本のドラッカーとも称された。
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内容経営者・管理者向け勉強会

■ピーター・ドラッカー（1909 – 2005）

オーストリア・ウィーン生まれの経営学者。「現代経
営学」あるいは「マネジメント」の発明者。未来学
者（フューチャリスト）と呼ばれたこともあったが、
自分では「社会生態学者」を名乗った。

■スティーブン・R・コヴィー（1932‐2012）

アメリカ生まれの作家、経営コンサルタント。フラン
クリン・コヴィー社の共同創設者。 "The 7 Habits of 
Highly Effective People"日本語訳は『完訳 7つの習慣
-人格主義の回復』の著者として世界的に有名。

「生まれてきたときより、よりよい世界にして、この
世を去る」という言葉は有名
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内容本日の内容

■「松下幸之助先生から学ぶ」
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内容経営者・管理者向け勉強会
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■勉強会の流れ

・榊原よりレクチャー

・グループワーク（本日の内容等について）

自己紹介：お名前､地域､所属､お立場､お仕事内容など

レクチャーをきっかけに感じたこと、疑問など

・発表、意見交換、質疑応答

■ルール

・ここで得た他法人の情報等を外部へ漏らすことを禁止します

・レクチャー部分のみ録画させて頂きます

※リーダーズ・プログラム会員等は、後日ご視聴頂けます

・投影資料は、アンケートにお答え頂いた方にお送りします

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

講師プロフィール
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◎昭和52年、愛知県生まれ 介護福祉士、介護支援専門員

◎京都大学経済学部卒業後、平成12年、特別養護老人ホームに介護職として勤務

◎社会福祉法人、医療法人にて、生活相談員、グループホーム、居宅ケアマネジャー、

有料老人ホーム、小規模多機能等の管理者、新規開設、法人本部の実務に携わる

◎15年間の現場経験を経て､平成27年4月｢介護現場をよくする研究･活動｣を目的に独立

◎著書、雑誌連載多数。講演、コンサルティングは年間400回を超える

◎ブログ、facebook、毎朝5:55のライブ配信など毎日更新中

◎YouTubeや動画ライブラリーでは500本以上の動画を配信

◎介護と介護事業を守り､よくする！｢事業経営＆教育インフラ｣

リーダーズ･プログラム（年会費制）主催

◎4児の父、趣味はクラシック音楽、温泉＆サウナ、神社仏閣巡り

◎天晴れ介護サービス総合教育研究所 https://www.appare-kaigo.com/「天晴れ介護｣で検索

■日本福祉大学 社会福祉総合研修センター 兼任講師

■全国有料老人ホーム協会 研修委員 ■稲沢市 地域包括支援センター運営協議会委員

■7つの習慣®実践会 認定ファシリーテ―ター

■出版実績：中央法規出版、日総研出版、ナツメ社、その他10冊以上

■平成20年第21回ＧＥヘルスケア・エッセイ大賞にてアーリー・ヘルス賞を受賞

■榊原宏昌メールアドレス sakakibara1024@gmail.com
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介護現場をよくする研究・活動
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➢facebook、ブログ等を毎日更新、情報発信
➢天晴れ介護サービス総合教育研究所YouTubeチャンネル 週１～２回動画配信
➢メルマガ（日刊：介護の名言、週刊：介護現場をよくする研究＆活動通信）
➢以上の情報はHP（「天晴れ介護」で検索）よりどうぞ
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介護現場をよくする研究・活動
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■よい介護職はいても、よい介護現場はなかなかない……

・１人１人がよくなるだけでは、うまくいかない

・チーム、組織、目標、計画、ルール

リーダーシップ、コミュニケーションなどが必要

・「介護現場」をよくすることで

利用者はもちろん、職員も幸せになれる！

・人と人とがお互いに学び合い

気持ちよく支え合える社会づくり
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天晴れ介護サービス「ACGs」！

9

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

著書・雑誌連載
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内容

利用者・職員から選ばれる！

介護サービス
経営の教科書
人を大切にする経営｢10｣の極意
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内容経営者・管理者向け勉強会
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■勉強会の流れ

・榊原よりレクチャー

・グループワーク（本日の内容等について）

自己紹介：お名前､地域､所属､お立場､お仕事内容など

レクチャーをきっかけに感じたこと、疑問など

・発表、意見交換、質疑応答

■ルール

・ここで得た他法人の情報等を外部へ漏らすことを禁止します

・レクチャー部分のみ録画させて頂きます

※リーダーズ・プログラム会員は、後日ご視聴頂けます

・投影資料は、アンケートにお答え頂いた方にお送りします
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内容本日の内容

■「松下幸之助先生から学ぶ」
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松下幸之助先生の思考法
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■PHP総合研究所研究本部の研究室の奥に、松下幸之助に関するさまざまな

資料が集められている耐火書庫がある。かつてここを見学したある評論家

が、世界じゅうたくさんの研究所を見てきたが、ひとりの人物の資料でこ

れほど膨大かつ精緻に収集されている場所を知らないと驚嘆したことがあ

る。だから、松下幸之助を研究するとき 、この資料室に 入らずして、いか

なる評論もいかなる論文も、十分な研究であると主張することは不可能で

あるかもしれない。

■松下は一つの事象を頭の中でのみ理解することに、決して満足しなかっ

た。理屈で理解しえたとしても、腹の底で理解できるのでなければ納得せ

ず、安易に自分に妥協することはなかった。その作業は実に誠実で透明で、

そして執拗であった。 みずから考えて考えて考え抜く。それが松下の思考

の作法であった。だから、一瞬たりとも「考える作業」を止めることはな

かった、その作業は、「考える作業」というより、むしろ「考え抜く作

業」であったと表現したほうが適切かもしれない。
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松下幸之助先生の思考法
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■そして、その後も松下のさまざまな考えを聞き続けながら、確かに松下

は横軸と縦軸の思考軸を使用していると思うようになった。横軸とは「多

くの人たちの知恵を集める」という思考軸であり、縦軸とは、「天地自然

のなかから真理を見いだそうとする」思考軸である。その二つの思考軸を

駆使して、松下はみずからの哲学を構築していったのである。

■「多くの人たちの知恵」。松下はこれを「衆知」と表現し、衆知を集め

ることの重要性を強調し続けた。「衆知」の肯定である。「人間一人ひと

りの知恵というものは人によって異なるとしても、たとえどんな偉大な人

であってもおのずと限りがあります。その限りある知恵でものをみたり考

えたりしたのでは、物事の実相を十分にみきわめるということもできませ

んし、往々にして過ちを犯す結果に終わってしまうでしょう」(『人間を考

える』)。衆知は自分の周辺の人びとの知恵だけを指すのではない。また同

時代の人びとの知恵だけを指すのでもない。先哲諸聖を含め過去現在のあ

らゆる知恵を指す。 松下はそうした衆知を集め続けながら、自分の内部に

醸成される新たな知恵を待った。
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松下幸之助先生の思考法
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■この思考の横軸は、松下の経験則から生みだされたものと思われる。当

初から松下は問題に直面したとき、まず自分で考え抜いたうえで、さらに

その問題を解明できそうな人たちの、しかもできるだけ多くの人たちの知

恵を聞き集め、あるいはその反応や動きを観察して、そのなかから答えを

出そうとしている。

■さて、松下は、多くの人たちの知恵を集めれば、自分ひとりの考え、あ

るいは優秀なひとりの考え以上の答えが出てくる可能性の大きいことを認

識することによって、逆にいかに優秀な人の意見も、それはひとつの意見

にすぎず、決して絶対視すべきものではない、それはきわめて危険である

という考えを抱くようになった。 人間のあらゆる不幸や失敗は「一つの思

想、一つの考えだけを絶対に正しいものと考え、他を非難排撃する姿」

(『人間を考える』)から生まれてくると繰り返し強調した。
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松下幸之助先生の思考法
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■横軸を「考える作業」に使った松下は、その使い方の心得も強調してや

まなかった。 衆知を集めるときに心がけなければならないことは、「素直

な心」であると言うのである。とらわれない、こだわらない、かたよらな

い心で衆知を集めなければ、集める意味はない。自己の主義主張、利害得

失や感情にとらわれては、なんのために多くの知恵を集めるのか、その意

味もないし、また当然のことながら正しい答えも出てこない。 素直な心に

なる努力をする。その素直さの度合いに応じて、衆知からどれだけ正しい

答えが導き出されるかが決まる。

■衆知が叡知になるためには、素直な心が必要条件であり、したがって衆

知は素直な心によってはじめて有効になる。同時に素直な心になれば衆知

の重要さをおのずと理解できる。だから、お互いに衆知を集めるように、

素直な心になるように努力しなければないと言うのである。
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松下幸之助先生の思考法
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■しかし、実はこうした思考の横軸だけの「考える作業」 で十分であると
は、松下幸之助は必ずしも思っていなかった。 もし話し合い、知恵を集め
ることだけが唯一の思考軸であるとするならば、たまたま質の不十分な知
恵しか集まらず、また過去の知恵も適切なものを集めえなかった場合には、
その作業によって醸成された新たな知恵は必ずしも正しい知恵とは言い切
れないのではないか。だから松下幸之助は、横の思考軸を重視しながら、
同時にもう一つの思考軸を持っていた。それは人びとの知恵を集める横軸
に対して、縦軸ともいえる「自然の理法との照合作業」であった。 できる
だけ多くの人たちの知恵を集めながら内部に新たな知恵を醸成させていく
過程のなかで、松下はつねに自然の理法を読み取り、新たに醸成されつつ
ある知恵が、その自然の理法に合致するかどうかを確認していた。

■しかし、自然の動き、自然の理法をどう捉え、どう解釈するかは主観の
問題にならざるをえない。自然がみずから語ることはないからである。勢
い、その捉え方、解釈は「自分勝手」になる。 荻生徂徠はそうした理法を
読み取る作業を一般大衆が行うべきではなく、また読み取れるはずもなく、
したがって特定の人たちに任せるべきとしたが、 松下はどう読み取るかと
いうより、素直な心になって読み取ろうとする努力そのものが尊いとした。



Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

内容本日の内容

■「松下幸之助先生から学ぶ」
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内容経営者・管理者向け勉強会

20

■勉強会の流れ

・榊原よりレクチャー

・グループワーク（本日の内容等について）

自己紹介：お名前､地域､所属､お立場､お仕事内容など

レクチャーをきっかけに感じたこと、疑問など

・発表、意見交換、質疑応答

■ルール

・ここで得た他法人の情報等を外部へ漏らすことを禁止します

・レクチャー部分のみ録画させて頂きます

※リーダーズ・プログラム会員は、後日ご視聴頂けます

・投影資料は、アンケートにお答え頂いた方にお送りします
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継続的な学習の重要性！
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■成長のために

・ギャップを埋める＆強みを活かす

・時間とエネルギーをかけた分だけ成長する

・よい情報を浴び続ける、そういう環境に身を置く

・成長は螺旋階段、その時々で受け取るものも違う

・ミラーニューロン効果（思考･行動に影響､時間差で効果！）､感度が高まる

・知れば知るほど分からないことが増える、知りたいことが増える

・学びが理想をつくり、理想が学びを生む

■メンテナンスのために

・いつも良い状態を保てるとは限らない……。

・定期的に軌道修正させてくれる、人・環境の存在が必要

■自分自身、そしてチームワーク

・シャンパンタワー：自分が満ち足りて、人を満たすことができる

・研修はチームで参加､普段は話さないことも話す､施設を越えた連携
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継続的な学習の機会を持つために
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動画
オンライン
研修

対面
研修

影響力・インパクト

回数・頻度

習慣化 ＝ インパクト × 回数
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内容介護現場をよくするライブラリー
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研修･動画の内容
経営から現場まで500本以上！
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 経営者・経営幹部向けセミナー（20時間相当＋α）

 管理職向けセミナー（20時間相当＋α）

 ケアマネジャー向けセミナー（10時間相当＋α）

 全職員向け法定研修シリーズ（10時間相当＋α）

 新人職員向けセミナー（10時間相当）

 赤本・青本・緑本通読セミナー（20時間相当＋α）

 1日集中講座シリーズ！（30時間相当）
（稼働率、人材確保、管理職養成、実地指導、ケアマネジメント等）

 令和3年度介護報酬改定セミナー（10時間相当）

 リーダー、相談援助職のための説明力向上講座（5時間相当）

 最新情報＆トピックス「マンスリー・ジャーナル」（20時間相当）

 工藤ゆみさんのコミュニケーション力向上講座（20時間相当）

 進絵美さんの面談スキル向上講座（5時間相当）

 吉村ＮＳの看護セミナー（5時間相当）

 ケアマネジャー受験対策セミナー（15時間相当）
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管理職養成ベーシック2024
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■毎月1回90分＋Q&A（セミナー＆後日動画）

１．管理職の仕事とは～心構えと身につけるべきスキル～

２．業務の全体像とその管理～何を見て､何を管理するのか？～

３．｢ルール｣と｢コミュニケーション｣でチームを再点検！

４．｢業務の標準化｣と信頼性と確実性の高い｢教え方の技術｣

５．1対1に強くなる！個別面談（職員を知る）

６．1対1に強くなる！個別面談（定例面談：メンテナンス編）

７．1対1に強くなる！個別面談（定例面談：育成・指導編）

８．チームで成長する！｢会議｣｢研修｣｢情報共有｣の具体策

９．｢業務改善｣の具体策～作戦と手順、反対意見に立ち向かう～

10. 通常業務を制する！タイムマネジメント

11. ｢目標設定･計画立案｣と｢目標絶対達成｣の考え方と技術

12．まとめ ～1年を振り返って～
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生産性向上＆業務改善
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■毎月1回90分＋Q&A（1年間：セミナー＆後日動画）

１．生産性向上について～全体像を把握して抵抗感を減らす～

２．生産性向上計画の進め方～業務改善の内容と具体的方法～

３．①職場環境の整備～５S活動について～

４．②業務の明確化と役割分担

～業務全体の流れ、役割分担、テクノロジーの活用～

５．③手順書の作成～業務の標準化、属人的にしない具体策～

６．前半を終えて～Q&A、意見交換～

７．④記録・報告様式の工夫～記録の書き方､タブレット活用～

８．⑤情報共有の工夫～ノートや朝礼、インカムなどの活用～

９．⑥OJTの仕組みづくり～教える内容と教え方の技術～

10．⑦理念・行動指針の徹底～判断基準がわかるようになる～

11. 改めて生産性向上計画の全体像と進め方

12． 全体を終えて～Q&A、意見交換～
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CM･相談員｢質の向上｣&｢省力化｣
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■毎月1回90分＋Q&A ※セミナー＆後日動画

１．ケアマネジメントを学び直す必要性について

介護報酬改定内容、自立支援、尊厳の保持を中心に

２．課題分析（アセスメント）項目の解説

３．生活歴・生活習慣の把握と活用／ニーズ抽出と目標設定

４．ケアプラン立案／課題整理総括表

５．サービス担当者会議／モニタリング／支援経過

６．運営指導とケアプラン点検の基本

７．運営指導対策その１（運営基準編）

８．運営指導対策その２（算定基準編）

９．運営指導対策その３（居宅サービスの活用編）

10．運営指導対策その４（必要書類整備が標準となる仕組み）

11．居宅介護支援事業所の管理運営 その１

12．居宅介護支援事業所の管理運営 その２
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専門職の必須科目！
｢コミュニケーション&面談スキル｣2025

工藤さん担当
「コミュニケーションスキル」

進さん担当
「面談スキル 場面別実践編！」

5月モチベーションを上げる
コミュニケーション

6月「採用面接」

8月モチベーションを上げる
チームの作り方

7月「定期面談・相談面談」

10月気を遣いすぎて疲れる人の
メンタルケア

9月「評価面談」

12月介護職の言語化
トレーニング

11月「利用者･家族からの
苦情対応」

2月リーダー・管理者のための
マインドセット

1月「職場の問題解決
された側／した側」

28
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介護と介護事業を守り、よくする！
｢学び｣｢共感｣｢モチベーション｣をもたらす研修シリーズ

29

創立10周年★特別企画
介護と介護事業を守り､よくする！経営者の右腕となる！

中核職員養成講座
■「強く、熱いミッション」の実現と
「あたたかい組織づくり」に貢献する！

天晴れ介護サービス総合教育研究所 株式会社

代表取締役 榊原 宏昌
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5.28①中核職員とは？管理者との違い、時間軸、経営者と共に

■前編「知識・ノウハウ編」

6.27②事業構造・稼働・サービス

7.29③人材採用・育成・定着

8.29④リスク・財務・法令

9.30⑤組織・仕組み

■後編「人を動かす編」

10.27⑥職員を知る、対話力、傾聴･理解･承認･指導

11.17⑦仕事を任せる、役割分担

■まとめ編「計画作成」

12.19⑧計画作成

1.28⑨発表

2.25⑩フォローアップ

中核職員養成講座（5月～）

30
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法定研修シリーズ
全35コマ､計18時間！

31

内容日程回

「虐待・不適切ケア防止」前編・中編・後編2月12日（水）第1回

「身体拘束防止」前編・中編・後編2月17日（月）第2回

「接遇・マナー」前編・中編・後編2月19日（水）第3回

「認知症ケアの基礎知識」前編・中編・後編2月24日（月･祝）第4回

「認知症ケアのアセスメント」
「疾患別ケアの知識」前編・中編・後編

2月26日（水）第5回

「認知症ケアBPSD編（拒否、リスクについて）」
「利用者・家族の気持ち」前編・中編・後編

3月1日（土）第6回

全て、録画で
ご覧頂けます！

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.
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内容日程回

「倫理･法令遵守」「介護保険の基礎」
「個人情報･プライバシー保護」

3月9日（日）第7回

「自立支援・介護予防」「リスクマネジメント」3月10日（月）第8回

「医療連携」「緊急時対応」「記録」3月17日（月）第9回

「ターミナルケア」「褥瘡」「精神的ケア」3月19日（水）第10回

「感染症対策」「災害対策」「BCP」3月20日（木･祝）第11回

「家族支援」「地域連携」「苦情」3月24日（月）第12回

法定研修シリーズ
全35コマ､計18時間！

全て、録画で
ご覧頂けます！
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受講者さんの感想より
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■一つ一つのテーマを基礎から学べて大変勉強になった

■基礎だけでなく、法定研修を超えている！と思うくらい

深掘りもされていて、新人からベテランまで、

全職員に聞かせたい内容だと思った

■基本が大事だと改めて強く思った

■職員にこの内容を学んでもらった上で、

色々ディスカッションしたい

■1コマが30分というのも受講しやすいと思った
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法定＋新人＋特典

34
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様々な活用法

35

１．単発受講（セミナー＆動画など）

２．年間の研修計画に入れる（※法人向け）
事前学習動画としての活用も効果的！階層別／職種別など

３．【NEW！法人限定】個別テーマパッケージ（月額制）
管理／ACGs／CM／稼働／人材／ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ等

４．【NEW！】根っこを鍛える！（無料！）
経営者・管理者向け勉強会／７つの習慣勉強会

５．リーダーズ・プログラム（年会費制、３コース）
セミナー＆動画＆マニュアルのサブスク＋コミュニティ機能
最上位コースは「個別コンサルティング付き」
→コミュニティの力、行動＋成果につなげる
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介護と介護事業を守り､よくする｢事業経営＆教育インフラ｣

リーダーズ・プログラム！（年会費制）
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１．毎月10～15本の新着セミナー＆QA

２．経営から現場までを網羅した動画コンテンツ

2024年10月現在で500本超！ショート動画も好評

３．毎年のシリーズ企画

管理職養成､生産性向上､ACGs､医療知識､ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

中核職員養成講座など

４．各種グループコンサルティング

Q&A、情報交換、意見交換の機会として

｢知識・情報｣を｢行動・成果｣につなげるために

月1回QA90分、月1回PDCA120分

月1回90分管理職研修
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内容空欄介護と介護事業を守り､よくする！

事業経営＆教育インフラ

●組織図●基準･マニュアル●PDCA●ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
事業経営の仕組み化パッケージ！

●研修●動画●グループコンサルティング
基礎の知識･情報から行動･成果を導く教育のベース！

リーダーズ･プログラム2025 
強く、熱いミッションの実現と

あたたかい組織づくりに貢献します
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天晴れ介護サービス式教育体系2025
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新人研修6時間
社会人1時間

法定研修
（介護職基礎研修）

35コマ18時間

介護技術
マニュアル

60チェックリスト
43本の動画（３H）

管理職養成
ベーシック
90分12コマ

生産性
業務改善

90分
12コマ

ケアマネ
相談員
90分
12コマ

面談
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

90分
10コマ

介護職
のための
医療知識

90分
30コマ

介護と

介護事業
を
守り

よくする!

21テーマ
ACGs

90分
23コマ

ワン
テーマ
研修
＆

最新情報

90分
100コマ
以上

中核職員養成講座
10カ月コース

稼働率
サービス
改善

人材確保
育成定着

法令遵守
赤本通読

仕組み化
ﾏﾆｭｱﾙ
組織図

グルコン
PDCA

個別ｺﾝｻﾙ

経営層向けエグゼグティブコース
事業計画・事業承継

経営者
勉強会

7つの習慣
実践会
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「７つの習慣」実践会（2025年度予定）
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■ご参加頂くにあたって
・｢７つの習慣(完訳版)｣の書籍(紙)を用意し、該当箇所を読んでくる
・毎回お送りする｢実践会テキスト(4ページ程度)｣を事前に印刷する
・毎回申込制、1回3,000円、6名程度想定、夜19時～22時

→どの回からでもご参加頂けます、間が空いても大丈夫です
繰り返し受講が超効果的！です

・zoom開催（カメラ・マイクON、できればPC、静かな環境で）
・原則、遅刻・早退なしで、終了後にアンケートをお願いします

第7回winwin：285‐33610/19第1回ｲﾝｻｲﾄﾞｱｳﾄ：1-464/13

第8回理解に徹し：337‐37111/9第2回7つの習慣：47‐705/11

第9回理解される：371‐38012/14第3回主体的である：71‐1146/15

第10回シナジー：381‐4201/11第4回終わり描く：115‐1907/20

第11回刃を研ぐ：421‐4732/8第5回最優先事項：191‐2508/17

第12回年間計画（書籍なし）3/15第6回相互依存：251‐2849/21
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内容こちらも是非ご覧くださいませ！
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facebookグループ＆LINEで
ライブ＆アーカイブ視聴して頂けます！

41
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内容４月 怒涛の３５TOPIX！①
有料老人ホームのあり方に関する検討事項
論点にケアマネの独立性・中立性 老人ホームの囲い込み対策
通所介護を週5日以上利用、入居者の25% 軽度者の必要性に疑問の声も
老人ホームの入居条件に“系列縛り” 3割弱が介護サービスを指定
訪問介護、ケアマネ事業所の減少は在宅生活の危機に
地域別に人員基準を弾力化
訪問介護と通所介護、地方を中心に人材の行き来を柔軟に
在宅介護にも生成AI 計画書の原案など作成 厚労省、実証の必要性指摘
訪問介護の回数や単価の調査結果
訪問介護減収、要因ヘルパー危機 7割強「依頼が来ても受けられない」
ヘルパーの公務員化提唱
介護人材のスポット採用サービス
訪問介護、2類型で評価を
ケアマネ、約4割がカスハラ経験
改正後でも貸与選択7割強
カナミック、居宅介護支援費Ⅱで採択
地域共生社会へ新体制
社会福祉事業の後継者問題
協力医療機関の選定、特養の4割強が未対応、老健も3割
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内容４月 怒涛の３５TOPIX！②

特養、従来型の42%が赤字、福祉医療機構
WAM、物価高騰で経営悪化施設に支援
民間中小介護企業の協働化始動
地域特集（大分県の介護保険）
BPSDスコア化でケアの意識改革
2025年度医療・福祉・介護関連学会
労働力需給推計と介護休業
2023年度指定取消等は139件（前年度比6割増）
介護関係5団体、報酬の期中改定要望
チームを崩壊させる５つの機能不全とは
ファンドによる経営改善
車イスに乗ったままタイヤ掃除
阪急阪神百貨店「走るデパ地下」
介護関連サービス事業協会が行うこと
保険外サービス利用でQOL向上
CADLと「らしさ」、本人支援の新しい視座
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アンケートにご協力お願いします！
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アンケート
（資料請求）は
4月24日まで！
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内容経営者・管理者勉強会

■次回は

５月２８日（水）１９時～

※セミナーカレンダーで

年間予定公開中

45
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内容経営者・管理者向け勉強会
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■勉強会の流れ

・榊原よりレクチャー

・グループワーク（本日の内容等について）

自己紹介：お名前､地域､所属､お立場､お仕事内容など

レクチャーをきっかけに感じたこと、疑問など

・発表、意見交換、質疑応答

■ルール

・ここで得た他法人の情報等を外部へ漏らすことを禁止します

・レクチャー部分のみ録画させて頂きます

※リーダーズ・プログラム会員は、後日ご視聴頂けます

・投影資料は、アンケートにお答え頂いた方にお送りします
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マンスリー･ジャーナル（特集＆ニュース）
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ご清聴ありがとうございました！
また次回、ご参加下さいませ(^^)/

榊原 宏昌


